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ネ ッ トワー クを活 用 した競 争 型 日本 語

タ ッチ タ イ ピ ング シス テ ム の 開発

田 中 敬 一一

概要 タッチタイピングの習得はコンピュータを操作する上で重要なものである。本稿は,

大学の コンピュータリテラシー教育 におけるタッチタイピングの教育法について検討 し,

タッチタイピングの技術を習得するために開発 したシステムについて報告するものである。

このシステムはローマ字のみの練習ではな く,漢 字仮名まじりの日本語文書におけるタッチ

タイピングの練習を目的にしたものであり,学 生間の競争原理を活用 したネッ トワーク対応

型の練習システムである。

Abstract The acquisition of touch—typing skills is important in the context of com-

puter operations. In this paper, we examine the touch—typing education methods 

used in university computer literacy education, and report on a system developed to 

enable the acquisition of touch—typing skills. This network—based system, which 

utilizes the principle of competition among students, is designed to support touch— 

typing practice not only in English and other languages that use the Roman alpha-

bet, but also for Japanese documents that combine "Kanji" and "Kana" characters.
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第2巻 第1号

1.は じ め に

平成13年4月 より大学設置基準が改定 され,イ ンターネッ ト上での教育が授業 として認

め られるようになり,大 学 における教育方法に大 きな変化が起 こってきている。また,平

成13年1月 に発表された 「e-Japan戦 略」 の中で 「人材育成の強化」が挙げ られている。

その中で推進すべき方策のひとつ として 「情報 リテラシーの向上」があり,教 育での情報

技術の活用が注 目されている。さらに,平 成15年7月 に発表されている「e-Japan戦 略II」

で も,IT利 活用の推進 として,ITを 活用 した効率的な教育の推進が掲げ られている。

このような状況の中で,高 等教育における情報 リテラシー教育の重要度が増 してきてい

るが,こ の教育の中のひとつとしてタッチタイピングの習得が挙げられる。

本研究では,筆 者が概報 「ネ ッ トワークを活用 した教育支援 システムの効果」か ら得た

タッチタイ ピングの練習方法をさらに発展 させた教育支援 システムを開発 し,さ らなる教

育効果を向上 させるためのシステムの構築を行 った。

2.美 佳 タ イ プ ラ ン キ ン グ の 導 入 効 果

コンピュータ リテラシー教育の一環 として,平 成12年 度より日本商工会議所が実施 して

いる日本語文書処理技能検定試験(ワ ープロ検定)を 学生 に受験 させている。本検定試験

を合格 させるための一手段 として平成13年 に 「美佳 タイプランキ ング」 システムを構築 し

たω。 これは,指10本 を使用するタ ッチ タイ ピングの取得を 目指 した 「美佳 のタイプ ト

レーナー」(2)というフ リーソフ トウェアを元に,学 生間の競争 を取 り入れたネ ッ トワー ク

対応型のタ ッチタイピング練習用 システムである。「美佳 タイプランキ ング」 システムで

は,「 美佳のタイプ トレーナー」で得 られたローマ字単語練習の成績データを学内LAN

のサーバーで一元管理 し,友 達同士の成績をWeb上 で閲覧できるようにす ることで,他

の学生 との競争意識を持たせ,学 習意欲の向上を図 ったものである(3)。

図1は,平 成13年 度生 と平成14年 度生 と平成15年 度生の美佳タイプ トレーナーのローマ

字単語練習の文字入力数の推移である。

(1)「美佳タイプランキング」は有田顕泰氏の協力のもと開発したものである。

(2)今 村二郎氏によるフリーソフトウェアである。
(3)「美佳タイプランキング」については,参 考文献〔13〕を参照のこと。
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ネ ットワークを活用 した競争型 日本語 タッチタイピングシステムの開発(田 中)

図1文 字入力数の推移ω

図1は,横 軸に前期第1週 か ら前期第11週 と後期第1週 か ら後期第8週 の時間的推移を

示 し,縦 軸にはローマ字単語練習モー ドでの1分 あた りの文字入力数を示 した。 この文字

入力数は平成13年 から平成15年 の1年 生の全受講生の平均値を測定 したものである(5)。

図1の 中で,平 成13年 度生および平成14年 度生 は,前 期第10週 以降から美佳 タイプラン

キ ングを導入 したが,平 成15年 度生 は美佳 タイプランキ ングを導入 していない結果であ

る。表1は,各 年度 の全受講生のローマ字単語練習の平均文字入力数を授業開始時である

前期第1週 の測定結果 と後期第8週 の測定結果の値か ら,各 年度毎の伸 び率を示 した もの

である。美佳 タイプランキ ングを導入 した年度である平成13,14年 度は,授 業開始時か ら

約3～4倍 の伸 び率 を得 ることができたが,平 成15年 に至 っては約1.8倍 とい う伸 び率 し

か得 ることが出来なかった。

この結果か ら美佳タイプランキングを導入 した年度が著 しく成果を上げていることが伺

える。競争型原理を導入 したローマ字単語練習のタッチタイピングシステムがタ ッチタイ

ピングの取得に大き く貢献 した ことが言える。

表1文 字入力数の伸び率⑥

平成13年 度

平成14年 度

平成15年 度

前期第1週

62.5

44.8

73.9

後期第8週

187.9

174.1

138.2

伸び率

301

..'E

187%

(4)平 成13年 度か ら平成15年 度までの近畿大学豊岡短期大学1年 生を対象にした測定結果である。

(5)近 畿大学豊岡短期大学における情報処理演習1で の測定結果である。

(6)近 畿大学豊岡短期大学における情報処理演習1で の測定結果より作成 したものである。
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第2巻 第1号

3.日 本 語文 書処 技 能 検定 試験 にお け る美佳 タ イプ ラ ンキ ングの 限界

文字入力数は美佳タイプランキングの導入により確実に向上 していると言えるが,こ の

値の上昇だけでは,日 本語文書処理技能検定試験に合格することができない。表2は 日本

語文書処理技能検定試験の3級 の出題内容であり,表3は 日本語文書処理技能検定試験の

2級 の出題内容である。

表2日 本語文書処理技能検定試験の出題内容(3級)(7)

試験科目

筆

記

実

技

常 識

(20問題)

日本語

(20問題)

入 力

(350字)

ビジネス

文書

制限時間

2科 目で

15分

10分

25分

(こ の う ち,問 題

2の 修 正 ・編 集 時

間 は10分)

合格基準

70%以 上

70%以 上

正答入力文字数

342字 以上

70%以 上

内 容

ビジネス文書 に関する一般 的な知識 とコン

ピュータを活用 した文書処理 に関す る一般

的な知nを 問う問題。

「文章の理解」 と 「表現 ・表記」 との両者の

能力を問う問題。

日本語文書処理技能検定試験の趣旨に合致

する現代文の問題を文章とおりに入力する。

ビジネス文書の作成等に関す る基礎的な技

能を問 う問題で,問 題1に より文書作成 を

した後,問 題2と してその文書の修正・編集

等を行 う方式。

表3日 本語文書処理技能検定試験の出題内容(2級)⑧

試験科目

筆

記

実

技

常 識

(25問題)

日本語

(20問題)

入 力

(500字)

ビジネス

文書

制限時間

2科 目で

15分

10分

40分

合格基準

70%以 上

70%以 上

正答入力文字数

492字 以上

70%以 上

内 容

ビジネス文書に関す る一・般的な知識 とコン

ピュータを活用 した文書処理に関する一般

的な知識を問う問題。

「文章の理解」と 「表現 ・表記」 との両者の

能力を問 う問題。

日本語文書処理技能検定試験の趣旨に合致

する現代文の問題を文章とおりに入力する。

配布された資料か ら事前 にデータをFDに

入力 しておき,そ の入力 していたデータを

活用 して,指 示 されたビジネス文書の作成

を行 う。

(7)日 本 商 工 会 議 所 ホ ー ム ペ ー ジ(http://www.kentei.ne.jp/wordpro/index.htm1)よ り作 成

した もの で あ る。

(8)日 本 商 工 会 議 所 ホ ー ム ペ ー ジ(http://www.kentei.ne.jp/wordpro/index.html)よ り作 成

した もの で あ る。
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ネットワークを活用した競争型日本語タッチタイピングシステムの開発(田 中)

日本語文書処理技能検定試験では,2級,3級 共に4種 類の試験科 目があ り,実 技試験 と

しては,入 力 とビジネス文書の作成問題である。表4と 表5は 過去 に実施 した日本語文書

処理技能検定試験の試験結果である。

表4は 平成12年12月 か ら平成15年7月 まで受験指導 を行 ってきた日本語文書処理技能検

定試験3級 の各科目の試験結果である。 この検定の3級 の試験は ビジネス文書,入 力,常

識,日 本語の4種 類 の試験科 目があり,合 格最低点 にひとつで も到達 しなか った場合 は,

不合格 とな る。3級 検定試験 に過去受験 した延べ人数 は91名 であ り,合 格者 は45名 であ

る。なお,表4で は試験科 目ごとに合格点に達 しているか達 していないかで人数を掲示 し

ている。

表4日 本語文書処理技能検定試験3級 の試験結果⑨

合格者

不合格者

合格率

平均得点

満点(合 格最低点)

ビジネス文書

62

29

68.1%

75.7

100(70)

入 力

86

5

94.5%

347.6

350(342)

常 識

74

17

81.3%

76.8

gooc70)

日本語

75

16

82.4%

77.7

ioo(7a)

表5は 平成13年10月 か ら平成15年10月 まで受験指導を行 ってきた日本語文書処理技能検

定試験2級 の各科 目の試験結果である。表4と 同様 に4科 目ごとの合格者を掲載 してい

る。

表5日 本語文書処理技能検定試験2級 の試験結果ω

合格者

不合格者

合格率

平均得点

満点(合 格最低点)

ビジネス文書

i

21

4.5%

27.5

100(70)

入 力

16

s

常 識

15

7

72.7%

4fi3.2

500(492)

68.2%

72.7

100(70)

日本語

17

5

77.3%

73.9

100(70)

また,図2は3級 受験者の試験本番の入力科目の得点 と直前の美佳タイプランキングの

得点の散布図を示 している。図3は2級 受験者の同様のグラフである。

(9)近 畿大学豊岡短期大学で実施 した試験結果より作成 したものである。

⑩ 近畿大学豊岡短期大学で実施 した試験結果より作成 したものである。
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第2巻 第1号

3級 受験者

図23級 受験者の散布図ω

2級 受験者

図32級 受験者の散布図⑫

図2,3か ら確認 で きる こ とは,美 佳 タイ プ ラ ンキ ングの練 習成 果 で得 た ロー マ字 入力

と 日本語 文書 処理技 能検定 試験 の入 力科 目(日 本 語文字 入力)の 成績 との相 関 はあ るが,

ω 試験結果で得た成績 と日頃の美佳タイプランキングか ら得たデータを元に作成 したものであ
る。

⑫ 試験結果で得た成績 と日頃の美佳 タイプランキングか ら得たデータを元に作成 したものであ
る。
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ネッ トワークを活用 した競争型 日本語タッチタイピングシステムの開発(田 中)

ば らつ き もあ ると言 え る。 つ ま り,ロ ーマ字入力 が早 けれ ば必ず しも日本語入 力が早 くで

き る とも言 えな い ところが ある。 ロー マ字入力か ら日本語 に変換 す るに は,日 本語変 換処

理 の効率 も重 要視 しな けれ ばいけない。

したが って,情 報 リテラ シー教育 の ひ とつ と して タ ッチ タイ ピ ングの習得 は,い か に正

しい 日本語 を効率 よ く入力 で きるかが最 終 目標 とな る。 美佳 タイ プ ラ ンキ ングでは,ロ ー

マ字 入力 での ひ らが な表 示 だ けが試 され る もので あ り,最 終 目標 の 日本 語変 換 処理 とで

は,少 し異 な る ことにな る。

本論 で は,こ の点 に着 目 して 日本語入 力 を対 象 とした ネ ッ トワー ク型 の タ ッチ タイ ピン

グ システ ムの開発 につ いて報告 す る もので ある。

4.開 発 シ ス テ ム の 概 要

コ ンピュー タネ ッ トワー クを活用 した美 佳 タイ プラ ンキ ングは,学 生 間競争 システ ムを

うま く利 用 し,ロ ー マ字 入力 速度 を向上 させ る ことが で きた。 そ こで,本 研究 で は,同 様

に学生 間競争 システ ムを導入 した,競 争型 日本語 タ ッチ タイ ピ ング システムの システ ム構

築 を実施 す る ことに した。 この シス テ ムで は,次 の よ うな点 を考 慮 して構 築 に取 り組 ん

だ。

(1)ク ライア ン ト側 のプ ログラム はFDに 持 た した。

(2)イ ンター ネ ッ ト接続 環境下 で プ ログラムを実行 す る ことで,テ ス ト結 果 をサ ーバ側

のデ ー タベ ース に登録 す るもの と した。

⑧ イ ンター ネ ッ トブ ラウザで成績一 覧 や ラ ンキ ング情報 が取得 で き るこ とに した。

図4に 示 す よ うな ネ ッ トワー ク構成 図 で シス テムを構築 し,ク ラ イア ン ト側 での システ

ムは,HSP言 語(HotSoupProcessor)⑬ を利用 し,サ ーバー側 の処理 はIIS(lnternet

InformationServices)qの のASP(MicrosoftActiveServerPages)⑮ を利 用 す る もの

と した。 また,サ ーバ ー側 か ら送 られて くるラ ンキ ング情報 や成績 デ ータは,IEで 表示 を

⑬ フリーのインタプ リタ型のスクリプ ト言語である。

ω マイクロソフ ト社が提供するイン トラネッ トやイ ンターネットやエクス トラネ ット環箋での,

管理 しやすいWebサ ーバー機能である。

⑮ 動的な対話型のWebサ ーバー アプ リケーションの開発を行 うことができる環境である。
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第2巻 第1号

行 うもの と した。

図5は システムの概要 を図6は 表示 画面 の一 覧 を示 した もので あ る。 図5の 丸 数字① か

ら⑥ の画面 が図6の ① か ら⑥ の画 面 に対応 してい る。 クライア ン ト側 で シス テム フ ァイル

を実 行 す る とTopMenu画 面 が表 示 され ボタ ンを選択 す るこ とに よ って各 処理 に移 行 す

る。TopMenu画 面 でテ ス トスター トボ タ ンを ク リックす る とテ ス トモ ー ドに移行 しテス

トを実施 す る ことにな る。 テ ス ト終 了後,採 点 を クライ ア ン ト側 で処 理 し,テ ス ト結果 が

表 示 され る。 ここまでの処理 が ク ライ ア ン ト側 での処理 とな り,テ ス ト結果 の サーバ ー側

へ の転送 か らがサー バー側 の プログ ラムの処理 に移 る。 本 システ ムの クライ ア ン ト側 での

処 理 は全 てHSP言 語 で記述 を行 った。 そ して,サ._..バ ー側 の プロ グラム はASPを 利用

し,ス ク リプ ト言語 と してJavaScriptとVBScriptを 採 用 した。 ク ライ ア ン ト側 のテ

ス ト結 果 を これ らの ス ク リプ ト言語 を利用 してODBC接 続 でAccessの デー タベ ー スに

デー タの格納 を実施 してい る。 テ ス ト結 果 をAccessの デ ータベ ー スに登録 して い き,成

績 表示 や ラ ンキ ングー覧 の表示 の デー タ と して保持 す る ことにな る。 クライア ン ト側 か ら

の 要求 に よ りASPを とお して成績 一一覧 や ラ ンキ ングー覧 の情報 を クライ ア ン トのIE上

に表示 す るシステム とな ってい る。
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図4ネ ッ トワーク構成図

図5シ ステムの概要
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図6表 示画面一覧
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ネットワークを活用した競争型日本語タッチタイピングシステムの開発(田 中)

5.ク ラ イ ア ン ト側 の シ ス テ ム

ここでは,ク ライアン ト側のシステムについて説明することにする。なお,説 明文に出

て くる丸数字①から⑥は図6の 画面 と対応 している。 システムが起動す ると②名前登録が

完了 しているかどうかをチックする。名前登録が完了 していなければ,学 籍番号 と名前の

登録画面で登録を行 う。名前登録データはクライアン ト側で 【seiseki.dat】ファイルとし

て保存す る。名前登録が完了 しておれば,ク ライアン ト側の 【seiseki.dat】ファイルより

問題番号1か ら問題番号10ま での合否項 目を取 り出 し,①TopMenu画 面 に表示 させ る。

テス トを実施 したい問題番号を選んで,テ ス トスター トボタンをク リックすれば,③ テ

ス トスター ト画面が表示 される。テス ト画面では,問 題文 と解答入力欄が表示 され,ス

ター トボタンをクリックす ることで,時 間制限10分 間の試験がスター トする。制限時間10

分 までに入力が完了すれば終了ボタンで試験が終了となる。10分 間で入力が完了 しない場

合 には,10分 で自動的に試験が終了となる。

試験終了後,⑥ テス ト結果表示画面 とな り,先 ほど実施 した試験の結果が表示 される。

表示項 目としては,日 付,問 題番号,合 否,得 点,時 間,正 解文字数が表示 され る。 テス

ト結果 の合否は次のようなロジックで表示 され る。まず,3級 の入力問題の試験 と同様に

日本語350字 の出題 とな るが,正 解文字数欄には10分 間で入力 された正解文字数が表示 さ

れる。 この採点基準 は,問 題文 と入力文 とを比較 し,正 解文字数を表示 した ものである。

正解文字数 は表6の 採 点基準 に示す ように,「誤字」「脱字」「余字」の3項 目について

チ ェックを実施 し,そ れぞれの基準に従 って減点方式で採点するものである。合否の表示

は,正 解文字数が採点基準 に したがって342文 字以上である場合,「 合」 と表示,342文 字

未満の場合 には 「否」 と表示す る。

得点の計算は入力 にかか った時間 と正解文字数によって算出される。表7の 表示項 目の

内容に示 されているように,350字 全てが正 しく入力 された場合 にのみ時間点を加算 し与

え るものとした。つま り,350字 未満の場合には,正 解文字数がそのまま得点とな り,350

字を10分 ジャス トで入力できた場合 は350点 となる。そ して,8分 間で正解文字数350字 と

なった場合 には437点 とな り,10分 間かっかた場合に入力できるであろう文字数を換算 し

得点として与えるものとした。

時間についてはスター トボタンが押されてか ら終了ボタンが押されるまでの時間を表示

し,10分 で うち切れなか った場合には,A10:00一 と表示することに した。
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テス ト結果画面で閉 じるボタンが押されれば,成 績データをサーバー側へ転送す る仕組

みとした。

表6採 点基準

採点基準

誤 字

例

脱 字

例

余 字

例

内 容

問題文の文字数で減点の数値となる。

正解例

中には

普通
こ とだ と

人 な ら、
一 ・人

コ ン ピ ュ ー タ

コ ン ピ ュ ー タ

TA

間違い例

仲には
ふつ う

事だと

人 な ら,

1人

こん ぴ ゅ一 た

コ ン ピ ュ ー タ

to

減点内容

異字同訓の間違い
漢字をひらがなで入力
ひらがなを漢字で入力

読点をカンマで入力

漢数字をアラビア数で入力

カタカナをひらがなで入力

長音をハイフンで入力

英大文字を英小文字で入力

採点結果
一1

2

2
一1

1

6
一1

2

問題文にあって入力文にない場合,脱 字 となる。足 りない文字の数だけ減点 とな

る。

正解例

普通に社会

社会生活を
口普通
思います。4

口中には

間違い例

普通社会

社会を
普通
思います。中には

減点内容

文字抜け

文字抜け
空白抜け

改行マークと空白抜 け

採点結果
1

一2

1
一2

問題文にあってそれに対応する文字がない場合,余 字 となる。余字 として入力さ

れた文字数だけ減点となる。

正解例

自分は孤独
自分は孤独
います。自分は

間違い例

自分では孤独
自分は、孤独

います。」

口自分は

減点内容
「で」が余字

「、」 が余 り字

改行マークと

空白が余字

採点結果
i

1

2

表7表 示項目の内容
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6.サ ー バ ー 側 の シ ス テ ム

今回開発 した 日本語 タッチタイ ピングシステムは,テ ス トまで クライアン ト側の処理で

行 うこととし,ク ライア ン ト側で得 られたテス ト結果 の送信か らサーバー側 での処理 と

な っている。 そして,今 回の システムではデータをサーバーに転送 した時,さ らに得点以

外に総合得点を与えることにした。 これは,表8の 基準によ り与えるものである。表8に

示すよ うに,得 点が350点 以上の場合,出 題 してか ら早期に提 出した方が高得点を得 ること

が出来 る仕組み とした ものである。つま り,出 題 日か ら第1週 と第2週 で350点 を得た場

合,得 点を1.5倍 した ものを総合得点(525点)と して与えるものである。この総合得点に

より早期に課題を実施す ることを促す仕組みを設けた ものである。

表8総 合得点の基準

実施日

第1,2週

第3,4週

第5,6週

第7,8週

第9,10週

第11週 以降

比 重

1.5倍

1.4倍

1.3倍

1.2倍

1.1倍

1.0倍

総合得点

得 点 ×1.5

得 点 ×1.4

得 点 ×1.3

得 点x1.2

得 点 ×1.1

得 点 ×1.0

クラ イア ン ト側 で実 施 したテ ス ト結果 はASPを 利用 して結 果 をAccessの デー タベー

スに格 納 す る仕組 み を と って い る。Accessの デー ターベ ー スの テー ブル は表9に 示 す も

のであ る。⑥ のテ ス ト結果 表示画 面 の閉 じるボ タ ンを ク リックす る ことでHSPプ ログラ

ムか らネ ッ トワー クを とお してASPフ ァイル を呼出 し,JavaScriptとVBScriptを 利

用 して サーバ ーのデ ータベ ース フ ァイル(seiseki.mdb)に デ ータを格納 す る もので あ る。

表9は その デ ー タベ ー スの構 造 を示 した もので あ る。 また,表10に は クライ ア ン トか ら

デー タベー スにデー タを転送 す るス ク リプ トプ ログラムであ る。 学生 が タイ ピ ングテス ト

を実 施 す るこ とで,そ の結果 を1レ コー ドと して デ ータベー スに登録 す るこ とにな る。
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表9成 績データのデータベース構造

さて,サ ーバー側の処理 としては,デ ータベースに登録 した結果をクライアン トに送信

する部分がある。

④成績一一覧ボタンを押 した場合は,デ ータベ._._スによ り個人の過去 に登録 された全ての

結果を 日付順 にインターネ ッ トブラウザで表示す るものである。表示個 目としては,日

付,問 題番号,合 否,得 点,時 間,正 解文字数,総 合得点 とした。

⑤ ランキ ングー覧では,表 示 したい問題番号 を選択 し更新ボタ ンを押す ことで,サ ー

バーの成績データベースより総合得点順位のデータをインターネ ッ トブラウザに表示する

仕組みを設 けた。また,総 合結果のボタンを選択 した場合 には,問 題1か ら問題10ま での

全てのデータか ら総合得点順に順位表示を行 う仕組みとした。
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表10デ ータベ ースへの転送 プ ログ ラム



7.お わ り に

e-Japan戦 略の中で人材育成の強化がクローズア ップされ,大 学教育の中で も情報 リテ

ラシー教育の強化が着実 に実施 されようとしている。

本研究によって,ネ ットワークを利用 した競争型の教育支援 システムを構築 し,友 達 同

士の競争意識をうま く活用 しなが ら,着 実に情報 リテラシー技術であるタッチタイピング

の習得が可能 となった。 この システムは,単 にローマ字のタッチタイ ピングの習得だけで

はな く最終 目標 である 日本語入力のタ ッチタイ ピングの習得 に焦点をあたて システムと

な っている。今回の報告では,時 間の関係で このシステムによってどの くらい成果が現れ

たかを測定することができなか った。その報告については,次 の機会 に報告 したいと考え

ている。 また,今 後の課題 としては,次 のような付加価値 を付けていきたい。

(1)練 習問題の出題 日時をず らす ことで,継 続的な練習が取 り組 める環境の構築

(2)全 学生の課題進行状況を開示することで,練 習状況での競争意識を利用するシステ

ムの構築

(3)サ ーバーへのデータ転送が うま くできなか った場合の処理

(41個 人情報保護の観点か ら,イ ニシャルでも成績表示が選択できるシステム

これ らの改良点を付加 していき,さ らに教育効果を挙げることのできるシステムに改善

したいと考えている。
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